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年
度
ニ
於
ケ
ル
同
県
ノ
出
移
民
数
ハ
約
二
千
四
百
人
ヲ
算
シ
、

同
年
度
ニ
於
ケ
ル
我
国
総
出
移
民
数
ノ
約
十
分
ノ
一
ニ
当
ッ

テ
居
ル
。
抑そ

も
そモ

国
運
ノ
隆
昌
ヲ
期
ス
ル
ニ
ハ
、
内
、
国
内
民

力
ノ
充
実
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
、
外
、
海
外
ニ
発
展
伸
張
ス
ル
ノ

要
ア
ル
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
ナ
ル
モ
、
不
幸
ニ
シ
テ
近
世
期
末
一

時
ノ
鎖
国
政
策
ノ
為
禍わ

ざ
わ
いセ

ラ
レ
、
為
ニ
移
植
民
事
業
欧
洲

諸
国
ニ
比
シ
、
大
ニ
立
後お

く

レ
ノ
観
ア
リ
。
随
テ
種
々
不
利
困

難
ナ
ル
地
位
ニ
在
ル
ヲ
免
カ
レ
ザ
ル
処
、
幸
ヒ
輓ば

ん

近き
ん

我
国
朝

野
ノ
有
識
者
ガ
、
海
外
発
展
ノ
重
要
性
ニ
注
目
セ
ラ
ル
ル
ニ

至
リ
タ
ル
ハ
、
洵ま

こ
とニ
欣よ

ろ
こブ
ベ
キ
次
第
ナ
ル
モ
、
我
国
一
ヶ
年

ノ
出
移
民
数
ハ
未
ダ
僅
ニ
二
万
五
千
人
、
海
外
在
留
同
胞
ノ

数
約
七
十
五
万
人
ニ
過
ギ
ナ
イ
ノ
ハ
遺
憾
ト
ス
ル
所
デ
ア
ル
。

（
略
）
一
面
海
外
在
留
者
ト
郷
土
ト
ノ
連
絡
ヲ
図
リ
、
万
里

ノ
異
境
ニ
奮
闘
シ
ツ
ツ
ア
ル
同
胞
ヲ
シ
テ
、
祖
国
ノ
状
況
ヲ

知
ラ
シ
メ
、
之
ニ
慰
安
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ハ
緊
要
缺か

ク
ベ
カ
ラ

ザ
ル
所
デ
ア
ル
。
福
岡
県
海
外
協
会
ハ
此
等
ノ
使
命
ヲ
帯
ビ
、

同
県
ニ
於
ケ
ル
此
種
ノ
中
枢
機
関
ト
シ
テ
、
内
外
ヨ
リ
多
大

ノ
期
待
ヲ
以
テ
生
レ
、
茲こ

こ

ニ
五
周
年
ヲ
迎
ヘ
ラ
レ
、
其
ノ
事

業
ハ
年
ト
共
ニ
拡
張
発
展
シ
ツ
ツ
ア
ル
コ
ト
ハ
、
独
リ
同
県

ノ
為
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
我
国
海
外
事
業
ノ
為
、
洵
ニ
愉
快
ト
ス

ル
所
デ
ア
ル
。聊
カ
所
懐
ノ
一
端
ヲ
述
ベ
テ
祝
辞
ニ
代
フ
。」

　

昭
和
の
初
め
の
時
点
で
、
福
岡
県
は
第
三
位
の
海
外
移
民

数
、
か
つ
国
内
年
間
総
移
民
数
の
十
分
の
一
を
占
め
て
い
た

と
述
べ
て
い
ま
す
。「
出し

ゅ
つ

移
民
県
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
移
民
を
送
り
出
す
県
と
い
う
意
味

で
す
。

　

次
に
、
粕
屋
町
の
移
民
の
記
念
碑
を
『
我
が
粕
屋
町
の
文

化
財
』（
一
九
八
七
）
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

渋
田
丈
四
郎
翁
の
碑

　

大
字
長
者
原
の
岩
崎
神
社
前
の
線
路
横
に
、
こ
の
碑
は

建
っ
て
お
り
、
翁
の
功
績
と
健
康
を
祝
し
た
碑
文
で
あ
る
。

　

渋
田
丈
四
郎
氏
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
長
者
原

に
生
ま
れ
た
人
で
、
福
岡
県
に
お
い
て
は
、
ハ
ワ
イ
渡
航
者

の
最
初
の
人
で
あ
る
。

　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
神
奈
川
県
と
ハ
ワ
イ
移
民

局
と
の
間
に
、
移
民
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
渋

田
氏
は
、
諸
県
人
と
と
も
に
率
先
し
て
、
ハ
ワ
イ
に
渡
航
さ

れ
た
。
そ
し
て
抜
群
の
成
績
を
収
め
て
、
明
治
二
十
一
年
一

旦
帰
国
し
て
近
郡
近
村
に
米
国
渡
航
の
有
利
な
る
こ
と
を
説

き
、
少
数
の
人
と
共
に
明
治
二
十
四
年
に
再
渡
航
さ
れ
た
。

そ
の
後
同
志
の
人
が
次
第
に
集
ま
り
、
粕
屋
郡
は
勿
論
近
く

の
郡
か
ら
三
百
余
名
の
志
願
者
が
、
明
治
二
十
六
年
、
翁
の

後
を
追
い
渡
航
し
た
。
一
時
は
在
米
者
の
う
ち
、
福
岡
県
人

は
万
余
を
数
え
る
迄
に
な
っ
た
。
翁
は
在
米
二
十
五
年
、
明

治
四
十
四
年
に
帰
国
し
て
静
か
に
老
後
を
送
ら
れ
た
が
、
同

志
の
人
び
と
が
翁
の
七
十
三
才
の
健
康
を
祝
し
て
、
こ
の
碑

を
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

碑
の
高
さ
二
〇
六
糎せ

ん
ち

、
巾
六
〇
糎
の
自
然
石
に
よ
る
板
碑

の
裏
に
は
、
同
航
人
船
越
亀
吉
氏
外
六
五
名
の
姓
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
移
民
の
ま
と
め
と
し
て
「
福
岡
県
海
外
協
会
」

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
設
立
の
趣
意
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

一
、
趣
意

（
略
）
我
国
現
時
の
農
村
問
題
、
社
会
問
題
、
或あ

る
いは
労
働

問
題
、
思
想
問
題
の
如
き
、
此こ

れ

が
根
本
的
解
決
は
、
人
口

問
題
に
遡
っ
て
其
の
拠
っ
て
来
る
原
因
を
究き

わ

め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
人
口
は
、
毎
年
六
七
拾
万
の
増

殖
率
を
示
し
毎
日
約
弐
千
人
の
増
加
を
な
し
て
居
り
ま
す

が
、
此
の
偉
大
な
る
人
口
の
増
加
を
海
外
に
於
け
る
人
口

の
希
薄
に
し
て
而し

か
も
資
源
に
富
む
地
域
に
移
す
事
は
、

人
類
共
存
の
大
綱
に
一
致
す
る
所ゆ

え
ん以
で
あ
る
と
同
時
に
国

民
生
活
の
基
調
と
し
て
起
る
幾
多
の
問
題
は
海
外
発
展
の

一
事
に
依
っ
て
、
容
易
に
解
決
し
得
ら
る
る
こ
と
と
思
わ

　

福
岡
県
海
外
協
会
の
組
織
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
位
　
置　

福
岡
県
庁
内

▼
設
　
立　

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

▼
役
　
員　

　

会
　
長　

斎
藤
安
圀

　

副
会
長　

古
川
静
夫　

野
見
山
平
吉

　

参
　
与　

平
田
貫
一　

安
井
誠
一
郎

　

顧
　
問　

旧
藩
主
其
の
他
本
県
出
身
の
名
士
五
拾
壱
名　

　

評
議
員　

福
岡
県
警
察
部
長
・
各
市
長
・
其
他
参
拾
五
名

　

監
　
事　

久
世
庸
夫　

小
塩
熊
次
郎

　

幹
　
事　

中
里
喜
一　

岩
重
隆
治　

橋
本
綱
太
郎

　

支
部
長　

米
国
華
州
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
支
部　

松
藤
久
吾
、

米
国
華
州
タ
コ
マ
支
部　

大
塚
秀
五
郎
、
米
国
央
州
支
部
　

津
田
登
、
米
国
桑
港
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
支
部　

堀
荘

次
郎
、
米
国
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
支
部　

井
本
兼
太
郎
、
英
領
カ

ナ
ダ
支
部　

塩
見
音
吉
、
墨
西
哥
（
メ
キ
シ
コ
）
支
部　

馬

場
藤
吉
、
布
哇
（
ハ
ワ
イ
）
支
部　

西
島
栄
次
郎
、
マ
ニ
ラ

支
部
　
森
貞
蔵
、
比
律
賓
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
ダ
バ
オ
・
バ
ヤ

バ
ス
支
部　

吉
田
円
造
、
支
那
上
海
支
部　

渡
辺
新
五
郎

（
以
上
、『
海
外
協
会
中
央
会
・
各
府
県
海
外
協
会　

要
覧
』

昭
和
三
年
十
月
、
海
外
協
会
中
央
会
よ
り
引
用
）

　

昭
和
五
年
十
月
、
福
岡
県
海
外
協
会
設
立
五
周
年
記
念
式

典
で
幣し

で
は
ら原
喜
重
郎
外
務
大
臣
は
次
の
祝
辞
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
）

　
「
福
岡
県
ハ
我
国
第
三
位
ノ
出
移
民
県
ニ
シ
テ
、
昭
和
四

る
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
意
味
に
於
て
移
植
民
に
関
す

る
思
想
を
喚
起
し
、
海
外
雄
飛
の
気
象
を
鼓
舞
し
て
、
其

の
志
あ
る
も
の
に
、
適
当
な
る
保
護
奨
励
を
与
う
る
は
緊

急
な
る
国
策
の
一
で
あ
る
事
は
云
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
く
は
満
蒙
、
西し

べ比
利り

亜あ

、
南
洋
方

面
は
勿
論
、
遠
く
は
南
米
、
中
米
、
北
米
等い

や
し
く苟
も
国
民
的

の
経
済
的
発
展
を
許
す
地
域
に
向
っ
て
は
遅ち

ぎ疑
逡し

ゅ
ん
じ
ゅ
ん

巡
す

る
処
な
く
、
雄
飛
の
新
天
地
を
開
拓
す
る
の
勇
気
を
以
て
、

突
進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。（
略
）

　

今
と
な
っ
て
は
隔か

く
せ
い世
の
感
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、

戦
前
の
日
本
は
人
口
増
加
の
圧
力
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で

す
。
一
日
二
〇
〇
〇
人
の
人
口
増
、
一
年
七
〇
万
の
人
口
増

は
一
〇
年
で
七
〇
〇
万
、一
四
年
で
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
万
の

人
口
増
と
な
り
ま
す
。
為
政
者
は
こ
の
人
口
増
に
ど
う
対
応

す
る
か
、
衣
食
住
は
、
職
業
は
、
教
育
・
交
通
・
治
安
…
は
、

大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
う
ど
今
、
そ
れ
と
逆
の
少
子
化
が
日
本
の
未
来
に

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
の
日
本
の
総
人

口
は
一
億
二
八
〇
六
万
人
、
四
八
年
に
は
一
億
人
を
切
り

九
九
一
三
万
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
八
年
間
で

二
八
九
三
万
人
の
減
少
で
す
。
一
年
あ
た
り
七
六
万
人
の
減
、

一
日
あ
た
り
二
〇
八
六
人
ず
つ
人
口
が
減
っ
て
い
る
計
算
で

す
。
日
本
は
海
外
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
な
い
と
、
社
会
の

シ
ス
テ
ム
を
維
持
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論

も
あ
り
ま
す
。

　

右
の
「
趣
意
」
で
、
人
口
増
に
よ
る
「
幾
多
の
問
題
」
が

海
外
発
展
（
移
民
）
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決
で
き
る
（
傍
線

部
）
と
あ
る
の
は
、
ま
さ
し
く
今
と
逆
方
向
の
問
題
意
識
が

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

156
町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧  

豊
美

ア
メ
リ
カ
移
民
の
話　

８

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り




